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月１～２回海事関係のイベントや海事関係資料をマスコミや海事関係団体の皆様にご紹介しています。 

「海技教育財団・公式ユーチューブチャンネル「ゆっくり海技チャンネル」開設!!」 

海技教育財団はこのほど、海上短期大学校・海上技術学

校を様々な世代の人々に広く周知するため、若者に人気の

「ゆっくり解説」を活用した動画投稿サイト「ユーチュー

ブ」の公式チャンネルを開設した。第１弾となる動画では、

「これがなければ日本沈没?! 内航海運って何だ?」という

テーマで、船員の仕事の魅力や学校での実習の様子、内航

海運の重要性について分かりやすく紹介している。 

今後の動画では、海上技術学校・海上技術短期大学校での授業の様子を航海系・機関

系それぞれに分けて詳しく解説し、航海実習の実態、海技短大と海上技術学校卒業生の

リアルな給料など、船員を目指す人々に有益な情報を全 9本にわたり配信していく。 

 

「日本マリーナ・ビーチ協会  創立 50 周年記念論文  募集！」 

 今年で創立 50周年を迎える日本マリーナ・ビーチ協会は、マリーナやビーチを取り巻く社会情勢も大

きく変化している今、今後のマリーナやビーチの役割・あり方について、広く論文を募集している。 

【テ ー マ】新たな 50年に向けて～これからのマリーナ・ビーチのあり方～ 

【応募資格】海を愛し、マリーナやビーチを生かして海洋性レクリエーションの振興や地域の発展に 

つなげていくことに関心がある人なら誰でも。 

【サ イ ズ】A4判縦型用紙に横書き 43字×40行。未発表で日本語のものに限る。 

【応募枚数】標題、所属・氏名、論文要旨(400字以内)、図・表・写真含めて 6枚以内。 

【応募方法】電子データ(ワードか一太郎)によること。PDFファイルにして Eメール添 

付あるいは CD、USB で提出のこと。応募者の氏名、年齢、性別、所属・ 

役職、連絡先(住所、電話番号、メールアドレス)の提示必須。 

【応募締切】令和 6年 9月 30日（月）必着。 

【選考方法】選考委員会を開催して選定。 

【発 表】選考結果は、11月に同協会ホームページ、月刊「Kazi」、港湾新聞、港湾空港タイムスに 

掲載。全ての応募論文を掲載した論文集を作成し、同協会の会員に配布する予定。 

【 賞  】国土交通大臣賞(1人)10万円相当の商品券贈呈▽国土交通省港湾局長賞(1 人)5万円相当 

の商品券贈呈▽日本マリーナ・ビーチ協会会長賞(1人)3万円相当の商品券贈呈▽舵社 

社長賞(1人)3万円相当の商品券贈呈▽佳作(各部門若干数)1万円相当の商品券贈呈 

【表 彰】受賞者は令和 6年 11月 20日（水）に開催される同協会の 50周年式典で表彰される。 

【お問合せ】日本マリーナ・ビーチ協会 TEL:03-3222-3734 FAX：03-3222-3730 

日本海事広報協会 出版部 

国民の祝日「海の日」は、海の恩恵に感謝するとともに海洋国日本の繁栄を願う日です

TEL 03-3552-5034  
FAX 03-3553-6580 

X   @kaijipr 

@kaiji_pr フォローお願いします！ 
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2024年「海の日」ポスターコンクール表彰式を開催しました 

 海事関係団体等 28団体で構成される『国民の祝日「海の日」海事関係団体連絡会（事務局：（公財）日本海

事広報協会）』は、「海の恩恵に感謝するとともに海洋国日本の繁栄を願う」という「海の日」の意義を多くの

方々に知っていただきたいとの目的のもと、広く一般から「海の日」ポスターの図案を公募する、2024年

「海の日」ポスターコンクール（後援：国土交通省/総務省/文部科学省/海上保安庁/気象庁/観光庁/水産庁）

表彰式を 5月 13日（月）、東京都内で開催しました。 

 大賞を受賞した吉岡
よしおか

 萌衣奈
め い な

さんは、主催者団体の構成委員が見守る中、同コンクールの審査委員で画家の

滝沢美恵子先生より、賞状盾、賞金（大賞 10万円）を贈呈され、笑顔で表彰を受けました。 

 大賞に輝いた吉岡さんの作品は、2024年「海の日」ポスターとして、7月 15日「海の日」を中心に、全国

各地約 2,000カ所の公共交通機関や海事関係施設等で掲示される予定です。 

【吉岡 萌衣奈さん 大賞受賞の感想】 

 この度は「海の日」ポスターコンクールにて大賞をいただき、誠にありが

とうございます。受賞の知らせを聞いた時は、賞を受賞するということが初

めてだったため、驚くと同時に嬉しい気持ちでいっぱいでした。これから自

身の作品が全国の公共機関で掲示されるということで、心からわくわくして

おります。この作品では、 太古の海の生き物から現在の海の生き物、私たち

に新鮮な魚を届けてくれる漁船を描き、海の生き物と人々の営みの繋がりに

よって、私たちの命や未来を繋げてくれた海の「恩恵」を描

いたポスターになります。このポスターを通じて、なぜ「海

の日」があるのか、海の恩恵や繁栄といった「海の日」に込

められた想いにまで関心を持っていただければ幸いです。 
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